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■
ビ
ハ
ー
ラ
備
後

会　

長

　

世　

羅
組　

了
安
寺　

阿
部　

司
苑

副
会
長

　

沼
隈
西
組　

万
福
寺　

杉
原　

静
子

　

三　

谿
組　

善
徳
寺　

長
谷
川
さ
と
み

幹　

事

　

沼
隈
西
組　

正
藏
坊　

松
岡　

邦
子

　

沼
隈
南
組　

光
林
寺　

天
地　

喜
美
子

　

三　

次
組　

西
覺
寺　

伊
川　

大
慶

監　

査

　

御
調
西
組　

梅
林
寺　

盛
田　

由
美
子

　

世　

羅
組　

法
泉
坊　

宮
丸　

こ
ず
え

■
仏
教
壮
年
会
連
盟　

理
事
長

　

比　

婆
組　

金
秀
寺　

宇
山　

茂
之

副
理
事
長

　

御
調
東
組　

大
通
寺　

神
田　

敏
行

　

芦　

田
組　

正
満
寺　

中
山　

義
博

理
事

　

深　

津
組　

正
福
寺　

皿
海　

眞
一

　

鴨
川
北
組　

宝
泉
寺　

藤
原　

秀
勝

　

芦　

田
組　

明
浄
寺　

石
岡　

清
貴

　

三　

谿
組　

立
泉
寺　

鷲
尾　

操

　

比　

婆
組　

勝
光
寺　

増
田　

徳
夫

　

三　

次
組　

明
正
寺　

坂
田　

公
治

　

三　

次
組　

光
西
寺　

尾
崎　

義
男

　

御
調
東
組　

照
善
寺　

清
竹　

政
志

　

御
調
西
組　

梅
林
寺　

梶
畑　

孝
明

　

世　

羅
組　

善
行
寺　

土
居　

千
明

■
仏
教
青
年
会
連
盟

会　

長

　

深　

津
組　

崇
興
寺　

麻
生　

敏
弘

青
年
教
化
指
導
員

　

深　

津
組　

慶
満
寺　

松
井　

一
昭

　

深　

津
組　

崇
興
寺　

枝
廣　

慶
樹

　

深　

津
組　

崇
興
寺　

枝
廣　

大
智

　

鴨　

川
組　

勝
願
寺　

足
利　

亮
水

　

御
調
東
組　

照
源
寺　

久
本　

晃
真

■
少
年
連
盟

委
員
長

　

世　

羅
組　

照
光
寺　

脇
本　

寿
真

副
委
員
長

　

深　

津
組　

光
明
寺　

藤
間　

幹
夫

　

御
調
西
組　

専
光
寺　

藤
井　

迎
朋

監　

査

　

深　

津
組　

慶
満
寺　

松
井　

一
昭

　

三　

谿
組　

善
徳
寺　

長
谷
川
憲
章

委　

員

　

中　
　

組　

光
榮
寺　

佐
藤　

知
水

　

深　

津
組　

崇
興
寺　

枝
廣　

慶
樹

　

鴨
川
北
組　

照
専
寺　

佐
々
木
弘
海

　

沼
隈
西
組　

大
東
坊　

那
須　

智
雄

　

沼
隈
南
組　

南
禅
坊　

高
階　

百
壽

　

芦　

田
組　

明
浄
寺　

立
神　

智
弘

　

神　

石
組　

金
藏
寺　

杉
原　

秀
晃

　

比　

婆
組　

妙
延
寺　

尾
野　

義
顕

　

三　

次
組　

西
覺
寺　

伊
川　

大
慶

　

御
調
東
組　

大
通
寺　

大
淵　

英
範

　

世　

羅
組　

法
泉
坊　

毛
利　

令
就

　

世　

羅
組　

了
安
寺　

阿
部　

司
苑

■
法
式
法
務
専
門
委
員
会

委
員
長

　

芦　

田
組　

明
浄
寺　

立
神　

義
昭

委　

員

　

深　

津
組　

眞
光
寺　

脇
本　

裕
樹

　

沼
隈
西
組　

正
圓
寺　

石
川　

知
全

　

沼
隈
西
組　

万
福
寺　

河
村　

祐
昭

　

芦　

田
組　

光
明
寺　

千
葉　

隆
誓

　

神　

石
組　

正
光
寺　

和
泉　

裕
生

　

御
調
東
組　

最
圓
寺　

三
浦　

義
純

　

御
調
東
組　

照
源
寺　

久
本　

晃
道

　

御
調
西
組　

光
德
寺　

藤
田　

徹
信

■
教
区
報
専
門
委
員
会

委
員
長

　

御
調
西
組　

専
光
寺　

藤
井　

迎
朋

委　

員

　

備
中
里
組　

蓮
乗
寺　

田
井　

智
彦

　

奥　
　

組　

浄
福
寺　

山
下　

瑞
円

　

深　

津
組　

慶
満
寺　

松
井　

一
昭

　

深　

津
組　

光
行
寺　

苅
屋　

光
影

　

深　

津
組　

崇
興
寺　

枝
廣　

慶
樹

　

三　

次
組　

源
光
寺　

福
間　

玄
猷

　

御
調
東
組　

永
正
寺　

柿
原　

興
乗

　

世　

羅
組　

浄
楽
寺　

栗
原　

一
乗

■
Ｆ
Ｍ
専
門
委
員
会

委
員
長

　

世　

羅
組　

善
行
寺　

真
澄　

慎
一

委　

員

　

中　
　

組　

光
榮
寺　

佐
藤　

知
水

　

深　

津
組　

崇
興
寺　

枝
廣　

慶
樹

　

鴨　

川
組　

勝
願
寺　

足
利　

義
信

　

鴨
川
北
組　

圓
福
寺　

三
條　

義
見

■
Ｉ
Ｔ
専
門
委
員
会

委
員
長

　

三　

次
組　

專
正
寺　

深
水　

顕
真

委　

員

　

深　

津
組　

專
光
寺　

藤
井　

明
徳

　

深　

津
組　

光
明
寺　

藤
間　

幹
夫

　

芦　

田
組　

慶
照
寺　

田
坂　

英
尊

　

神　

石
組　

金
藏
寺　

杉
原　

秀
晃

　

神　

石
組　

法
泉
寺　

川
上　

順
之

　

御
調
東
組　

照
源
寺　

久
本　

晃
道

　

御
調
西
組　

専
光
寺　

藤
井　

迎
朋

■
更
生
保
護
事
業
協
会

支
部
長

　

備
後
教
区
教
務
所
長　

岡
嵜　

秀
恵

　
（
敬
称
略
）

▽
前
号
に
つ
づ
き
、
新
役
員
の
改
選
に

　
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。



2024( 令和 6）年 10 月 10 日　　　　(3)

副
支
部
長

　

芦　

田
組　

徳
円
寺　

田
坂　

健
爾

理　
　

事

　

奥　
　

組　

教
蓮
寺　

那
須　

照
嗣

　

鴨　

川
組　

浄
光
寺　

小
林　

章
三

　

沼
隈
西
組　

福
照
坊　

岡
部　

德
雄

　

比　

婆
組　

西
念
寺　

栗
原　

尚
道

　

三　

次
組　

福
泉
坊　

水
戸　

浩
文

　

御
調
東
組　

金
剛
寺　

金
岡　

親
量

　

世　

羅
組　

真
行
寺　

是
山　

宗
憲

▽
訂
正
と
お
詫
び

　

７
月
10
日
発
行
の
教
区
報
１
８
４
号

誌
面
に
掲
載
し
ま
し
た
お
名
前
に
誤
り

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

５
頁　

組
勤
式
推
進
員

（
誤
）
沼
隈
西
組 

正
圓
寺  

石
川  

知
全

（
正
）
沼
隈
西
組 

善
性
寺  

藤
原  

慧
尋

11
頁　

得
度
許
可

（
誤
）
世
羅
組　

浄
鏡
寺　

　
　
　
　
　

太
秦　

祐
祥
（
釋
祐
祥
）

（
正
）
世
羅
組　

浄
鏡
寺

　
　
　
　
　

太
秦　

佑
祥
（
釋
佑
祥
）

　

８
月
20
日
（
火
）、
宗
派
よ
り
弘
中

貴
之
総
務
、
佐
藤
浩
紹
部
長
（
総
合
研

究
所
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
）

出
向
の
も
と
、
賦
課
基
準
の
見
直
し
に

向
け
総
局
に
て
作
成
さ
れ
た
「
賦
課
基

準
の
見
直
し
に
か
か
る
総
局
試
案
（
賦

課
基
準
試
案
）」
の
内
容
と
見
直
し
の

趣
旨
、
ま
た
検
討
の
経
過
に
つ
い
て
説

明
し
、
広
く
寺
院
関
係
者
か
ら
の
意
見

を
伺
う
公
聴
会
が
本
願
寺
備
後
教
堂
に

て
開
催
さ
れ
、
44
名
（
現
地
31
名
・
オ

ン
ラ
イ
ン
13
名
）
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
は
弘
中
総
務
よ
り
、
総
局
試
案

で
は
昨
今
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
、
こ

れ
ま
で
の
不
公
平
感
を
是
正
す
る
う
え

で
基
準
の
見
直
し
を
図
り
た
い
旨
挨
拶

が
な
さ
れ
、
賦
課
基
準
試
案
に
つ
い
て

の
説
明
動
画
を
視
聴
し
た
の
ち
、
佐
藤

部
長
よ
り
備
後
教
区
に
お
け
る
各
種
数

値
を
参
考
と
し
た
補
足
説
明
が
行
わ
れ

た
。休
憩
を
は
さ
ん
だ
後
の
質
疑
で
は
、

試
案
に
て
示
さ
れ
た
現
行
賦
課
制
度
か

ら
の
変
更
点
や
寺
院
収
入
か
ら
算
出
す

る
護
持
指
数
算
出
に
お
け
る
数
字
的
根

拠
や
指
数
調
整
に
つ
い
て
、
ま
た
、
今

後
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
質
問
が
な
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
公
聴
会
で
の
各
教
区
よ
り

の
意
見
を
踏
ま
え
て
総
局
案
が
検
討
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

「
賦
課
基
準
見
直
し
に
か
か
る
総
局
試
案
」
表
紙
写
真
に
つ
い
て

　

東
京
に
あ
る
宗
門
校
の
武
蔵
野
大
学

は
、
本
年
令
和
６
年
（
２
０
２
４
）
に

創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
の
創
設
者
は
高
楠
順
次
郎
博
士
。

　

世
界
的
に
知
ら
れ
る
程
の
功
績
を
為

し
た
仏
教
学
者
で
す
が
、
年
月
も
経
過

し
て
出
身
地
の
三
原
で
は
詳
細
を
知
る

人
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

武
蔵
野
大
学
で
は
百
周
年
に
あ
た
り

学
祖
の
生
涯
に
わ
た
る
業
績
を
研
究
・

顕
彰
す
る
た
め
に
書
籍
や
映
像
を
制
作

し
、
随
時
、
出
版
公
開
し
て
お
ら
れ
ま

す
の
で
、
備
後
教
区
報
に
お
い
て
も
、

今
号
と
次
号
に
か
け
て
武
蔵
野
大
学
と

高
楠
の
関
連
記
事
を
特
集
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
備
後
の
生
家
（
三
原
市
八
幡

町
篝
。
三
原
久
井
Ｉ
Ｃ
よ
り
北
東
、
約
2.5
㎞
。

西
王
寺
と
御
調
ダ
ム
を
結
ぶ
４
０
６
号
線
の

道
筋
）
に
建
つ
顕
彰
碑
（
勝
如
門
主
筆
に

よ
る
題
字
、
裏
山
に
高
楠
の
分
骨
も
さ
れ
た

墓
所
も
あ
る
）
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
頁
に
全
文
を
掲
載
。

  2024（令和６）年度

公聴会
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先
生
は
沢
井
梅
太
郎
（
初
め
は
沢
井
家
の
梅
太
郎
と
い
い
）

慶
応
２
年
1 歳 

 

５
月
17
日
（
に
生
ま
れ
た
）

　

広
島
県
御み

調つ
き

郡
八や

幡は
た

村
字　

　
か
が
り篝　

観
三
の
長
男

　

天
性
頴え

い

悟ご

（
賢
く
て
才
知
が
あ
っ
た
）

５
歳
よ
り
祖
父
清
斎
に
漢
籍
（
漢
文
書
籍
）
を
学
ぶ

明
治
８
年
10 歳　

八
幡
村
宮
内
小
学　

崇
教
館
に
入
学

明
治
13
年
15 歳　

宮
内
小
学
校
教
師
に
就
任　

　

初
任
の
俸
給
を
祖
父
に
献
ず　

此
間
（
こ
の
間
に
）

　

龍
山
会
（
政
治
研
究
会
）
を
創
め
て
政
治
に
通
じ　

　

起
風
館
（
国
学
研
究
会
）
を
立
て
て
国
語
を
極
め

　

仏
教
会
（
廃
仏
に
対
抗
）
を
興
し
て
講
演
せ
り

明
治
18
年
20 歳　

京
都
に
出
で
て

　

普
通
教
校
（
本
願
寺
立
。
現
・
龍
谷
大
学
）
に
学
ぶ

明
治
20
年
22 歳　

高
楠
霜
子
と
結
婚
し
て
高
楠
順
次
郎
と

　
　
　
　
　　

改
む
（
改
名
す
る
）　

在
学
中

　

反
省
会
雑
誌
（
現
・
中
央
公
論
）
を
出
し

　

欧
米
仏
教
通
信
社
を
立
て
て
仏
教
事
情
を
紹
介
す

明
治
23
年
25 歳　

英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
入
り

明
治
28
年
30 歳　

独
逸
（
ド
イ
ツ
）
に
学
び　

　
　

翌
年
７
月  

ド
ク
ト
ル
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
エ

　
　
　
　

９
月  

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
よ
り

　
　
　
　
　
　

ド
ク
ト
ル
・
オ
ブ
・
レ
タ
ー
ズ
を
受
く

明
治
45
年
47 歳　

帝
国
学
士
院　

会
員
と
な
る

昭
和
２
年
62 歳

３
月  

東
大
教
授　

停
年
退
官

　
　
　
　

７
月　

名
誉
教
授　

此
前
後
（
こ
の
前
後
に
）

　

東
南
ア
ジ
ア　

イ
ン
ド　

ギ
リ
シ
ャ
等
に
出
張　

※
左
記
は
改
行
と
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
て
三
段
に
分
け
た
が
、
顕
彰
碑
の
原
文
そ
の
ま
ま
を
掲
載
す
る
よ
う
に
し
た
。
但
し
、
年
代
表
記
お
よ
び
括
弧
を
（
青
字
）
に
て
、
補
足
・
注
釈
を
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
外
国
語
学
校
（
現
・
東
京
外
国
語
大
学

1900
～

1908
に
長
）

　

中
央
商
業
学
校
（
現
・
中
央
学
院
大
学

1900
設
立
に
関
与
）

　

武
蔵
野
女
子
学
院
（
現
・
武
蔵
野
大
学
、

1924
に
設
立
）

　

東
洋
大
学
（
井
上
円
了
の
設
立
、
学
長

1931
～

1934
）

　

千
代
田
女
子
専
門
学
校
（
島
地
黙
雷
の
設
立
校
、

1943
に
長
）

　
（
こ
れ
ら
学
校
の
学
長
や
設
立
に
関
与
）
の
長
と
な
る

　

多
く
の
仏
教
青
年
会
（
東
大
仏
教
青
年
会
な
ど
）
を
宰
し

　

大た
い
し
ょ
う正

新し
ん
し
ゅ
う修

大だ
い
ぞ
う
き
ょ
う

蔵
経　

１
０
０
巻
刊
行
（
各
地
の
種
々
漢
訳

　

仏
典
を
調
査
・
収
集
・
校
訂
し
て
日
本
初
の
大
蔵
経
総
集
を
刊
行
）

　

漢
訳
本
及
び
梵
本
を
英
仏
和
訳
し

　
（
漢
訳
、
梵
語
の
経
典
を
英
語
、
仏
語
、
日
本
語
に
翻
訳
）

　

幾
百
の
研
究
を
発
表
し
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
全
訳

　
（
仏
教
の
源
流
を
探
り
古
代
哲
学
を
研
究
。
師
の
独
ド
イ
ッ
セ
ン

　

が
60
種
の
翻
訳
し
た
事
に
対
し
、

126
種
翻
訳
し
て
激
賞
さ
れ
た
）

　

南
伝
大
蔵
経　

完
訳
（
ス
リ
ラ
ン
カ
、
東
南
ア
ジ
ア
等
に
伝

　

承
す
る
南
伝
の
大
蔵
経
を
調
査
校
訂
）
等　

出
版

昭
和
４
年
64 歳　

ジ
ュ
リ
ア
ン
賞
（
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
の
賞
）　

　
　

   

又
、
朝
日
賞
（
朝
日
新
聞
賞
）　

　
　
　

  　

 

野
間
賞
（
野
間
文
芸
賞
）

昭
和
19
年
79 歳 

文
化
勲
章
拝
受
（
文
化
に
顕
著
な
功
績
で
叙
勲
）

昭
和
13
年
73 歳 

ハ
ワ
イ
大
学
講
義　

東
西
思
想
交
流
に
努
む

昭
和
20
年
６
月
28
日
病
に
よ
り
薨こ

う
き
ょ去

（
正
三
位
以
上
の
死
去
）

　
　
　
　

７
月
18
日
本
葬　

西
本
願
寺
法
主
猊げ

い

下か

よ
り

　
　
　
　
　

宏
学
院
釈
順
成
の
法
名　

染
筆
下
附

　
　
　
　
　

天
皇
陛
下
よ
り　

幣へ
い
は
く帛

（
供
物
）
を
賜
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
代
理
を
差さ

し
つ
か遣

はわ

さ

るさ
る

　

先
生　

性
純
温お

ん
び
ん敏

（
先
生
は
、
性
格
は
純
粋
で
気
が
利
く
）

　

学　

東
西
を
兼
ね　

　

識　

古
今
を
貫
き

　

世
人
に
接
す
る
や　

　

真
情
流り

ゅ
う
ろ露

（
う
そ
偽
り
な
い
真
の
気
持
が
流
れ
出
て
）　

　

後
進
を
導
く
や

　

周し
ゅ
う
み
つ密

厳
恕
（
厳
し
さ
と
慈
し
み
も
周
到
緻
密
に
行
き
届
い
て
）

　

人
服
し
資
萃あ

つ
ま

り
（
人
は
敬
服
し
て
物
資
も
集
ま
り
）

　

徳と

っ

け化　

広
く
且
つ
深
し

　
（
先
生
の
高
徳
に
よ
る
感
化
は
広
く
て
深
い
）

　

剰あ
ま
り
さ
えへ

（
あ
ま
つ
さ
え
）
幾
百
の
研
究
を
発
表
し
て

　

蒙も
う

を
東
西
に
啓ひ

ら

き
（
東
洋
・
西
洋
を
啓
発
し
）

　

諸
種
の
事
業
を
遂
行
し
て　

普あ
ま
ね

く
世
俗
を
利
す

　

蓋け
だ

し
仏
教
精
神
の
具
現
を　

一
に
先
生
に
於お

い

て
見
る

　
（
思
う
に
先
生
こ
そ
、
仏
教
精
神
の
具
現
で
あ
ろ
う
）

　

今
や
逝
き
ぬ　

嗚あ

あ呼
悲
し
い
哉

　

本
日　

示
寂
十
五
周
忌
を
期
し

　

郷
党
同
志　

相あ
い
は
か謀

り　

　

先
生
生
誕
の
地
を
卜ぼ

く

し
（
さ
だ
め
て
）

　

茲こ
こ

に
其
徳
を
後
毘び

に
顕
彰
せ
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
（
後
世
の
比
丘
・
比
丘
尼
に
知
ら
し
め
ん
）

　

昭
和
35
年
６
月
28
日　

　
　
　
　
　
　
　
　

門
生　

宇　

井　

伯　

寿　

謹
誌

高た

か

く

す楠
順じ

ゅ

ん

次じ

郎ろ

う

先
生
顕け

ん

彰し

ょ

う

碑ひ

故
日
本
学
士
院
会
員　

東
京
大
学
名
誉
教
授　

正
三
位
勲
二
等

文
学
博
士　

高
楠
順
次
郎
先
生　

顕
彰
碑
銘　
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青年布教使による法話　第７回

「ジャガイモの悲劇」

神石組　法泉寺　
川上  順之

　
『
は
ず
れ
者
が
進
化
を
つ
く
る
』
と

い
う
本
の
中
で
、
19
世
紀
の
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
で
起
こ
っ
た
食
料
危
機
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
不
作

が
発
端
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
悲
劇
」と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
ア
ン
デ
ス

地
方
が
原
産
地
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

も
伝
わ
り
重
要
な
食
糧
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
な
か
、ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
病
気
が
大
流
行
し
て
し
ま
う

の
で
す
。

　

当
時
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
収
穫

量
の
多
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
最
も
優
れ
た

品
種
と
し
て
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、そ
れ
に
は
弱
点
が
あ
り
、

胴
枯
病(

ど
う
が
れ
び
ょ
う)

と
い
う

病
気
に
は
弱
か
っ
た
の
で
す
。す
る
と
、

実
際
に
そ
の
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
全
土
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は

壊
滅
状
態
に
陥
り
、
食
料
危
機
に
ま
で

発
展
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

で
は
、
原
産
地
で
あ
る
ア
ン
デ
ス
地

方
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ

の
よ
う
な
状
態
に
陥
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
す
。
収
穫
量
の
多
い
品
種
も
あ

れ
ば
、
収
穫
量
が
劣
る
け
れ
ど
も
病
気

に
強
い
品
種
を
植
え
た
り
、
こ
の
病
気

に
は
弱
い
け
れ
ど
も
、
違
う
病
気
に

は
強
い
品
種
を
植
え
た
り
、
本
来
あ

る
様
々
な
品
種
を
植
え
て
い
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
悲

劇
は
起
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

自
然
界
の
生
き
物
に
は
個
性
が
あ
っ

て
当
た
り
前
で
す
。
し
か
し
、
人
間
の

都
合
に
よ
っ
て
、「
収
穫
量
が
多
い
」

と
い
う
一
つ
の
個
性
だ
け
を
優
秀
な
も

の
と
し
て
選
ん
だ
結
果
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
で
は
悲
劇
が
起
き
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
人
間
も
自
然
界
の
生
き
物
で

あ
り
、個
性
が
あ
っ
て
当
た
り
前
で
す
。

一
つ
の
個
性
の
み
を
優
秀
と
し
て
認
め

た
な
ら
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
と
同
じ
よ
う
に
壊
滅
状
態
に
陥
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
本
来
、
自
然
界
に
は

優
劣
と
い
う
価
値
は
な
く
個
性(

ち
が

い)

が
存
在
す
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の

個
性(

ち
が
い)

に
よ
っ
て
世
界
は
成

り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
悲
劇
は
伝
え
て
く
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

金
子
み
す
ゞ
さ
ん
は
詩
の
な
か
で

「  

私
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、

　

お
空
は
ち
っ
と
も
飛
べ
な
い
が
、

　

飛
べ
る
小
鳥
は
私
の
よ
う
に
、
地
面

　

(

ぢ
べ
た)

を
速
く
は
走
れ
な
い
。

　

私
が
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て
も
、

　

き
れ
い
な
音
は
出
な
い
け
ど
、

　

あ
の
鳴
る
鈴
は
私
の
よ
う
に
、

　

た
く
さ
ん
な
唄
は
知
ら
な
い
よ
。

　

鈴
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
私
、

　

み
ん
な
ち
が
っ
て
、

　

み
ん
な
い
い
」と
詠
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
詩
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
優
劣
の

な
い
世
界
を
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。「
み
ん
な
い
い
」の「
い
い
」

と
は
、優
劣
で
の
「
い
い
」
で
は
な
く
、

そ
の
よ
う
な
分
別
を
超
え
た
「
い
の
ち

の
輝
き
、
尊
さ
」
を
、「
い
い
」
と
い

う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

他
人(

ひ
と)

と
の
比
較
の
な
か
で
生

き
て
い
る
私
た
ち
に
は
、
必
ず
優
劣
が

つ
き
ま
と
い
、
そ
れ
が
苦
し
み
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
優
劣
は
、
人
間

の
自
己
中
心
的
な
考
え
に
よ
っ
て
作
り

出
さ
れ
た
価
値
で
あ
り
、
本
来
そ
こ
に

は
個
性
（
ち
が
い
）
し
か
存
在
し
な
い

の
で
す
。

　

そ
の
ち
が
い
を
ち
が
い
の
ま
ま
に
、

あ
る
が
ま
ま
の
尊
い
存
在
と
み
て
く
だ

さ
り
、
そ
の
い
の
ち
を
必
ず
救
う
と
は

た
ら
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
が
阿
弥

陀
さ
ま
で
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
お
心

に
身
を
お
い
た
と
き
、

本
当
の
安
心
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

A
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去
る
９
月
15
日
（
日
）
本
願
寺
備
後
教
堂
に
お
い
て
、

同
朋
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
21
名
。
同
朋
講
座

は
、様
々
な
人
権
問
題
や
平
和
問
題
に
念
仏
者
と
し
て
、

学
び
を
深
め
る
た
め
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
東
広
島
市
に
あ
る
武
田
学
園

で
、「
平
和
学
」
を
教
え
る
教
師
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
る
ア
シ
ュ
リ
ー
・
サ
ウ
ザ
ー
さ
ん
よ

り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
ガ
ザ
に
滞
在
さ
れ
た
経
験

を
も
と
に
、
ガ
ザ
の
歴
史
や
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
と
の
交
流
と
現
状
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
い
た
。
ま
た
現
在
、
広
島
市
立
大
学
大
学
院

で
芸
術
を
学
ぶ
学
生
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
原

爆
ド
ー
ム
前
で
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
へ
の
イ
ス

ラ
エ
ル
の
攻
撃
に
抗
議
の
意
を
訴
え
続
け
て
い

る
レ
ベ
ッ
カ
マ
リ
ア
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト

さ
ん
か
ら
、
な
ぜ
ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
人
で
あ

り
な
が
ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
支
持
す
る
の
か
に

つ
い
て
伺
っ
た
。

　

サ
ウ
ザ
ー
さ
ん
は
、
二
十
数
年
前
、
地
中
海

に
面
し
た
砂
浜
で
一
緒
に
相
撲
を
取
っ
て
遊
ん

だ
子
ど
も
た
ち
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
コ
ー
ト
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
を
し
た
友
人
た
ち
が
、

今
ど
う
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
一

緒
に
相
撲
を
取
っ
た
少
年
は
、
一
生
懸
命
勉
強

し
て
「
国
境
な
き
医
師
団
」
の
医
師
に
な
り
、

２
０
２
３
年
10
月
20
日
、
病
院
が
攻
撃
さ
れ
た

と
き
、
患
者
を
見
捨
て
る
こ
と
は
出
来
な
い
と

院
内
に
残
り
亡
く
な
っ
た
。

　

ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
を
楽
し

ん
だ
友
人
の
子
ど
も
さ
ん
も
、
ガ
ザ
南
部
で
避

難
中
爆
撃
に
合
い
、
爆
弾
の
破
片
が
腹
部
を
貫

通
し
亡
く
な
っ
た
と
言
う
。

　

ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
さ
ん
は
、
ユ
ダ
ヤ
人

▶
ア
シ
ュ
リ
ー
・
サ
ウ
ザ
ー
さ
ん

▶
レ
ベ
ッ
カ
マ
リ
ア
・
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
さ
ん

学
校
で
イ
ス
ラ
エ
ル
の
文
化
・
教
育
で
育
ち
、

高
校
に
入
る
ま
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
国
が
存

在
す
る
と
い
う
こ
と
に
疑
問
を
持
た
な
か
っ

た
そ
う
だ
。
高
校
生
の
時
、
中
南
米
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
歴
史
を
学
ぶ
中
で
、
圧
政
に
抵
抗

す
る
住
民
を
み
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ど
う
な

の
か
と
徐
々
に
疑
問
を
持
ち
始
め
た
。
実
際

に
パ
レ
ス
チ
ナ
に
入
り
教
え
ら
れ
て
き
た
こ

と
と
全
く
違
う
現
実
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、

疑
問
は
確
信
に
変
わ
っ
た
。

　

何
が
大
事
な
の
か
に
つ
い
て
、
お
二
人
の

意
見
は
共
通
し
て
い
た
。
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ

ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）
が
あ
り
、
世
界
が
あ

る
。
そ
れ
が
大
事
に
さ
れ
る
べ
き
で
、
そ
の

世
界
を
無
く
す
（
殺
す
）
と
い
う
こ
と
は
、

全
世
界
の
人
を
殺
す
こ
と
で
あ
る
と
。
参
加

者
の
中
に
は
、「
親
鸞
一
人
が
た
め
」
と
い

う
言
葉
を
想
起
さ
れ
た
方
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

「ガザに住んだ経験から」

「なぜ私は反シオニストユダヤ人として　
　　          パレスチナ解放を支持するか」

第
４
連
区 

布
教
使
研
修
会
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７
月
１
日
（
月
）
～
２
日
（
火
）
の
２
日
間
、
安

芸
教
区
布
教
団
担
当
に
よ
る
第
４
連
区
布
教
使
研
修

会
が
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島
に
て
開
催
さ
れ

第
４
連
区 

布
教
使
研
修
会

　

７
月
12
日
（
金
）、
備
後
教
区
更
生
保
護
事

業
協
会
総
会
・
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

教
区
内
の
保
護
司
を
つ
と
め
て
い
る
寺
院
関

係
者
の
多
く
が
出
席
さ
れ
、
広
島
保
護
観
察
所

長
の
古
賀
正
明
先
生
よ
り
、「
更
生
保
護
の
成

り
立
ち
と
本
願
寺
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
」
と

題
し
て
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

　

近
代
的
な
更
生
保
護
の
ル
ー
ツ
や
本
願
寺
と

の
関
わ
り
、
保
護
司
に
期
待
す
る
こ
と
を
ご
教

示
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

更
生
保
護

　

７
月
13
日
（
土
）、御
調
西
組
正
明
寺
（
沼

隈
純
住
職
）
を
会
所
に
、
当
山
盂
蘭
盆
会

法
座
併
修
備
後
教
区
布
教
団
特
別
布
教
大

会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
布
教
団

か
ら
の
講
師
は
、
朝
席
に

　

金
岡
恒
宣
団
員
（
御
調
東
組
金
剛
寺
）

　

山
名
諒
子
団
員
（
芦
田
組
西
圓
寺
）

　

苅
屋
光
影
団
員
（
深
津
組
光
行
寺
）

続
く
昼
席
に
は
、

　

島
津
惠
航
団
員
（
世
羅
組
正
満
寺
）

　

田
坂
英
尊
団
員
（
芦
田
組
慶
照
寺
）

　

那
須
英
信
参
与
（
沼
隈
南
組
善
正
寺
）

に
お
取
り
次
ぎ
い
た
だ
き
、
一
日
を
通
し
て

お
念
仏
の
み
教
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
ご

縁
と
な
っ
た
。

布
教
団

た
。
１
日
目
は
、「『
み
教
え
と
差
別
の
現
実
』

差
別
表
現
か
ら
の
学
び
３
．
障
碍
者
差
別
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
布
教
団
連
合
連
区
同
朋
研

修
講
師
の
伯
水
永
雄
先
生
（
高
岡
教
区
氷
見
西

組
明
泉
寺
住
職
）
よ
り
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

　

さ
ら
に
、
本
講
師
で
あ
る
本
願
寺
派
勧
学
、

相
馬
一
意
先
生
（
東
京
教
区
茨
城
西
組
西
光
寺

住
職
）
か
ら
は
、「
如
来
蔵
（
仏
性
）
思
想
の

概
要
」
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

　

２
日
目
は
、
本
講
師
の
講
義
を
受
け
て
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
布
教
・

研
鑽
の
場
と
な
っ
た
。

更
生
保
護
の
成
り
立
ち
と
本
願
寺

　

７
月
18
日
（
木
）、
備
後
教
区
少
年

連
盟
指
導
者
研
修
会
並
び
に
子
ど
も
・

若
者
ご
縁
づ
く
り
公
開
講
座
を
併
催
と

い
う
形
で
開
催
し
た
。

　

ご
講
師
に
、
モ
ル
ッ
ク
広
島
代
表
の

香
川
陽
子
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
伝
わ
っ
た
「
モ

ル
ッ
ク
」
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し

た
。参
加
者
は
11
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。

　

少
年
連
盟
で
は
、
お
寺
の
子
ど
も
会

等
で
活
用
で
き
る
よ
う
、
モ
ル
ッ
ク
一

式
計
４
セ
ッ
ト
を
備
品
と
し
て
購
入
、

貸
し
出
し
も
随
時
行
っ
て
い
る
。

少
年
連
盟

モ
ル
ッ
ク
を
体
験
し
よ
う

　　　モルックの貸出は
　　備後教務所・少年連盟へ
　子ども会、行事などで是非
　　　   活用ください

備後教区  特別布教大会

布
教
団
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教
区
月
報
月
々
の
活
動
記
録

　
　

７
月
（July

）

１
日　

第
４
連
区
布
教
使
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
（
安
芸
教
区　

～
２
日
）

４
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

８
日　

組
長
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

更
生
保
護
事
業
協
会
総
会
・
研
修
会

13
日　

布
教
団
特
別
布
教
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
御
調
西
組
正
明
寺
）

17
日　

前
進
座
特
別
公
演
「
花
こ
ぶ
し
」

18
日　

少
年
連
盟
総
会
・
指
導
者
研
修
会

18
日　

子
ど
も
若
者
ご
縁
づ
く
り
公
開
講
座

18
日　

第
４
連
区
ビ
ハ
ー
ラ
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
安
芸
教
区　

～
19
日
）

19
日　

門
信
徒
部
会

20
日　

第
４
連
区
仏
青
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
安
芸
教
区　

～
21
日
）

22
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
総
会
・
公
開
講
座

23
日　

同
朋
社
会
部
会

25
日　

教
堂
備
品
譲
渡
抽
選
会

26
日　

門
徒
推
進
員
の
つ
ど
い

28
日　

仏
壮
連
盟
夏
期
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
谿
組
照
善
坊
）

30
日　

実
践
運
動
事
業
検
討
委
員
会

30
日　

平
和
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

30
日　

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
ま
こ
と
の
保
育

　
　
　

大
学
講
座（
山
口
別
院　

～
31
日
）

　

７
月
22
日
（
月
）、
本
願
寺
備
後
教

堂
に
て
、
ビ
ハ
ー
ラ
備
後
総
会
・
公
開

講
座
を
開
催
し
た
。

　

講
座
講
師
に
、
中
国
地
方
臨
床
宗
教

師
会
副
代
表
の
堀
靖
史
先
生
（
安
芸
教

区
志
和
組
光
源
寺
住
職
）
を
お
招
き

し
、「『
臨
床
宗
教
師
に
つ
い
て
』
～
真

宗
僧
侶
の
社
会
的
役
割
と
可
能
性
の
再

考
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
い
た
だ
い

た
。
臨
床
宗
教
師
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
は
、
布
教
・
宗
教
勧
誘
を
目
的
と
せ

ず
、
相
手
の
価
値
観
や
人
生
観
、
信
仰

を
尊
重
し
な
が
ら
心
の
ケ
ア
に
取
り
組

む
こ
と
と
お
教
え
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
様
々
な
場
面
で
一
人
で
悩
ん

で
い
る
方
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
が
、

私
達
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
で
あ
る
と
ご
教
示
い
た
だ
き
、
学
び

多
い
講
座
と
な
っ
た
。

ビ
ハ
ー
ラ

　

７
月
28
日（
土
）、三
谿
組
照
善
坊（
福

間
真
也
住
職
）
を
会
所
に
仏
壮
連
盟
夏

期
研
修
会
を
開
催
し
、
教
区
内
各
地
よ

り
78
名
が
参
加
し
た
。

　

ご
講
師
は
、
本
願
寺
派
布
教
使
・
備

後
教
区
布
教
団
副
団
長
の
田
井
智
彦
先

生
（
備
中
里
組
蓮
乗
寺
住
職
）
に
お
越

し
い
た
だ
き
、「
涙
に
宿
る
仏
あ
り
」

の
ご
講
題
の
も
と
、
午
前
中
は
ご
法
話

を
い
た
だ
き
、
午
後
か
ら
は
、
事
前
に

参
加
者
の
方
よ
り
い
た
だ
い
た
質
問
や

日
々
の
悩
み
な
ど
に
対
し
て
回
答
い
た

だ
い
た
。

三
谿
組
で
夏
期
研
修
会

　

７
月
30
日(

火)

～
31
日(

水)

、
本

願
寺
山
口
別
院
に
て
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

第
45
回
ま
こ
と
の
保
育
大
学
講
座
が
開

催
さ
れ
た
。
１
日
目
は
、
本
願
寺
派
保

育
連
盟
教
育
原
理
委
員
会
委
員
長
の
鷲

尾
純
一
先
生
に
「
ほ
と
け
の
子　

み
ん

な
ち
が
っ
て 

み
ん
な
い
い
笑
顔
」
と

い
う
ご
講
題
で
講
義
を
い
た
だ
い
た
。

　

２
日
目
は
、
大
阪
社
会
医
学
研
究
所

顧
問
で
あ
る
重
田
博
正
先
生
に
「
保
育

職
場
の
ス
ト
レ
ス
と
職
場
づ
く
り
」
と

い
う
ご
講
題
で
、
現
場
の
ス
ト
レ
ス
や

悩
み
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
義
い
た
だ
い

た
。
参
加
者
は
全
体
１
０
９
名
で
、
う

ち
備
後
教
区
４
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。

保
育
連
盟

仏
壮
連
盟

　

社
会
的
役
割
と
可
能
性

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
学
講
座
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８
月
（August

）

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

休
館　
（
～
16
日
）

20
日　

公
聴
会

22
日　

広
報
伝
道
部
会

22
日　

教
区
報
専
門
委
員
会

27
日　

門
徒
総
代
世
話
人
会

29
日　

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　

研
修
協
議
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

31
日　

仏
壮
理
事
会

　
　

９
月
（Septem

ber

）

２
日　

門
信
徒
部
会

４
日　

第
４
連
区
教
区
会
議
長
・
組
長
代
表
・

　
　
　

教
務
所
長
協
議
会
（
安
芸
教
区
）

５
日　

仏
婦
常
任
委
員
会

６
日　

ご
縁
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
協
議
会

７
日　

第
４
連
区
仏
壮
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
教
区　

～
８
日
）

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

組
勤
式
推
進
員
協
議
会

12
日　

前
期
勤
式
研
修
会

13
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

15
日　

同
朋
講
座

18
日　

44
回
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要

20
日　

教
区
賦
課
基
準
等
調
整
委
員
会

20
日　

常
備
会

25
日　

全
国
寺
族
青
年
野
球
大
会
（
～
27
日
）

26
日　

重
点
プ
ロ
リ
ー
ダ
ー
協
議
会

27
日　

中
四
国
仏
婦
大
会
（
山
陰
教
区
）

30
日　

平
和
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

　

９
月
７
日
（
土
）、
山
口

教
区
引
受
の
も
と
、
中
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
仏
壮
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
た
。
研
修
は
、
山

口
市
徳
地
岸
見
に
あ
る
「
岸

見
の
石
風
呂
」
に
入
り
、
参

加
者
で
各
々
の
仏
壮
活
動
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
そ
の

後
、
岸
見
研
修
セ
ン
タ
ー
に

移
動
し
、
北
山
祐
章
仏
壮
連

盟
講
師
（
沼
隈
南
組
光
源
寺

仏
壮
連
盟

 
ご
縁
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
協
議
会

　

９
月
６
日(

金)　

本
願
寺
備
後
教
堂
に
て
、

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
協
議
会

が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
ご
縁
づ
く
り
推
進
委
員
と

各
組
に
２
名
就
任
い
た
だ
い
て
い
る
サ
ポ
ー
タ
ー
（
チ
ー

フ
・
サ
ブ
）
で
20
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
協
議
内
容
は
、

各
組
に
お
け
る
ご
縁
づ
く
り
の
推
進
状
況
で
あ
る
。
状
況

を
共
有
し
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

仏
壮
セ
ミ
ナ
ー
で
石
風
呂

　

９
月
18
日
（
水
）、
東
京
の
国
立
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に

て
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
が
勤
修
さ
れ
た
。

　

こ
の
法
要
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
尊
い
い
の
ち
を
失
わ
れ
た
す

べ
て
の
方
が
た
を
追
悼
し
、
悲
惨
な
戦
争
を
再
び
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
平
和
へ
の
決
意
を
確
認
す
る
た
め
、
昭
和

56
年
（
１
９
８
１
）
か
ら
毎
年
勤
修
し
て
お
り
、
本
年
で
、
第

44
回
目
を
迎
え
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
中
止
さ
れ
て
い
た
全
国
か
ら
の
法
要
出
勤
も
再
開
し
、

備
後
教
区
か
ら
は
岡
嵜
秀
恵
教
務
所
長
が
結
衆
、
山
名
淳
教
区

会
議
長
（
芦
田
組
西
圓
寺
）
が
列
衆
と
し
て
出
勤
、
ま
た
常
光

和
信
元
教
区
会
議
長
（
三
次
組
覚
善
寺
）
が
参
拝
し
た
。

住
職
）
の

ご
法
話
を

い
た
だ
い

た
。

▲  まことの保育  大学講座

▲  仏壮セミナーにて石風呂

第
44
回 

千
鳥
ヶ
淵 

全
戦
没
者
追
悼
法
要
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前
期
勤
式
研
修
会

 

９
月
12
日
（
木
）、
本
願
寺
備
後
教
堂

に
て
前
期
勤
式
研
修
会
を
開
催
し
、
教

区
内
僧
侶
28
名
が
参
加
し
た
。

　

講
師
に
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
本

願
寺
式
務
部
会
役
者
の
工
藤
惇
昭
先
生

に
出
講
い
た
だ
い
た
。「
本
願
寺
御
正

忌
報
恩
講
」
と
題
し
、
御
正
忌
前
日
に

非
公
開
に
て
行
わ
れ
る
大
御
身
や
期
間

中
の
荘
厳
作
法
に
つ
い
て
、
ま
た
法
式

故
実
や
日
常
の
仏
事
作
法
等
、
事
前
に

募
集
し
た
参
加
者
か
ら
の
質
問
の
解
説

も
交
え
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　
　

10
月
（October

）

１
日　

第
４
連
区
青
年
布
教
使
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
（
山
陰
教
区　

～
２
日
）

３
日　

真
宗
講
座

７
日　

同
朋
社
会
部
会

７
日　

環
境
問
題
学
習
会

８
日　

組
長
会

９
日　

連
研
の
た
め
の
研
究
会

９
日　

平
和
の
つ
ど
い
リ
ハ
ー
サ
ル

11
日　

教
堂
常
例
法
座

11
日　

実
践
運
動
中
央
委
員
会

12
日　

仏
青「
寺
コ
ン
」（
世
羅
組
照
光
寺
）

15
日　

教
堂
責
役
総
代
会

16
日　

Ｉ
Ｔ
専
門
委
員
会

17
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

18
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
や
す
ら
ぎ
講
座

22
日　

臨
時
教
区
会

23
日　

仏
婦
寺
婦
実
践
運
動
研
修
会

24
日　

門
徒
総
代
会
研
修
会（
備
後
教
堂
）

25
日　
　

〃　

２
日
目（
世
羅
組
照
光
寺
）

27
日　

第
４
連
区
門
徒
推
進
員
実
践
運
動

　
　
　
　

研
修
会（
山
陰
教
区　

～
28
日
）

29
日　

青
年
布
教
大
会

　
　
　
　
　
（
三
谿
組
善
徳
寺　

～
30
日
）

31
日　

平
和
の
つ
ど
い（
庄
原
市
民
会
館
）

　
　

11
月
（Novem

ber

）

５
日　

仏
婦
連
だ
よ
り
お
寺
訪
問
取
材

今
後
の
予
定

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

９
月
26
日
（
木
）、
本
願
寺
備
後
教

堂
に
お
い
て
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
協
議
会

が
開
催
さ
れ
た
。
一
條
博
堂
教
区
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
よ
り
令
和
６

年
度
か
ら
の
宗
門
全
体
の
実
践
目
標
、

ま
た
備
後
教
区
の
目
標
の
説
明
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
各
組
よ
り
関
係
の
現
況

報
告
が
あ
り
、
問
題
の
共
有
と
解
決
を

模
索
し
つ
つ
、
更
な
る
推
進
を
は
か
る

た
め
の
全
体
協
議
会
を
行
っ
た
。

  本山での法要出勤に際し、貸し出し用の類聚衣体として活用すべく
  現在着用されなくなった類聚衣体が寺院にございましたら、ぜひ
  教区へ寄贈くださいますようお願いいたします。

BINGO`s DAY   ぜひお参りください！お待ちしております（式務部）
　

備
後
教
区
で
は
、
一
年
に
一
度

本
山
本
願
寺
の
御
正
忌
報
恩
講
に

出
勤
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
親
鸞
聖

人
の
ご
遺
徳
を
し
の
び
、
お
念
仏

の
み
教
え
に
出
遇
え
た
よ
ろ
こ
び

と
愛
山
護
法
の
お
も
い
を
新
た
に

す
る
機
縁
と
す
べ
く
、
来
年
１
月

９
日
の
逮
夜
法
要
出
勤
（
列
衆
及

び
讃
嘆
衆
）
に
つ
い
て
教
区
内
寺

院
へ
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
そ
ら
く
全
教
区
で
初
の

　

 

教
区
公
式
の
行
事
で
す

　

今
後
は
毎
年
恒
例
で
出
勤
し
、

１
月
９
日
は
「
備
後
の
日
」
と
し

て
教
区
内
で
共
有
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
列
衆
は
僧
籍
の
お
方
な

ら
誰
で
も
出
勤
で
き
ま
す
。
正
座

困
難
な
方
も
椅
子
席
に
て
出
勤
が

可
能
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

寺
院
宛
て
に
送
付
の
募
集
案
内
を

確
認
い
た
だ
く
か
、
教
務
所
ま
で

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

着用されなくなった      
類聚衣体（僧班衣体 色衣）ありませんか？
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６
日　

門
推
聞
法
会（
御
調
東
組
照
善
寺
）

11
日　

教
堂
常
例
法
座

18
日　

お
つ
と
め
教
室
・
勤
式
練
習
会

18
日　

第
12
回
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
連
区
集
会

　
　
　
　
　
　
　
（
安
芸
教
区　

～
19
日
）

19
日　

仏
婦
お
み
が
き
奉
仕

29
日　

本
願
寺
備
後
教
堂
報
恩
講
法
要

　
　

12
月
（Decem

ber

）

６
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
実
践
学
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寿
園
・
相
扶
園
）

11
日　

教
堂
常
例
法
座

19
日　

重
点
プ
ロ
リ
ー
ダ
ー
協
議
会

28
日　

教
堂
休
館
日
（
～
１
月
６
日
）

　

９
月
27
日
（
金
）、
松
江
市
の
島
根

県
民
会
館
に
て
、
第
63
回
中
・
四
国
地

区
仏
教
婦
人
会
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、
過
去
２
回

は
中
止
と
な
り
、
６
年
ぶ
り
の
大
会
と

な
っ
た
が
、「
念
仏
に
生
か
さ
れ
る
よ

ろ
こ
び
を
行
動
へ
」
を
テ
ー
マ
に
各
地

よ
り
多
く
の
会
員
が
集
ま
り
、
総
勢

１
５
８
０
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

記
念
法
話
で
は
、
二
人
の
講
師
に
よ

る
言
葉
と
歌
に
よ
る
み
教
え
を
味
わ
う

と
い
う
形
で
、「
九
條
武
子
さ
ま
―
そ
の

行
動
の
根
源
に
あ
る
も
の
―
」
と
題
し

て
仏
婦
総
連
盟
講
師
の
小
池
秀
章
先
生

よ
り
、そ
の
生
涯
や
仏
教
婦
人
会
創
設
・

女
子
教
育
に
ご
尽
力
さ
れ
た
事
、
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ち
ひ
ろ
さ
ん

よ
り
武
子
さ
ま
の
和
歌
を
メ
ロ
デ
ィ
ー

に
の
せ
て
歌
わ
れ
る
の
を
聴
聞
し
た
。

　

ま
た
「
今
福
座
」
に
よ
る
太
鼓
演
奏

と
山
陰
教
区
コ
ー
ラ
ス
が
あ
り
、
前
半

仏
婦
連
盟

世　

羅
組　

西
教
寺　

衆
徒

　
　
　

近
藤　
　

勉
（
７
月
14
日
寂
）

沼
隈
南
組　

善
行
寺　

前
住
職

　
　
　

熊
谷　

和
順
（
８
月
19
日
寂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神　

石
組　

正
光
寺

　
　
　

和
泉　

倫
子
（
釈
倫
紫
）

世　

羅
組　

真
行
寺

　
　
　

是
山　

良
恵
（
釋
誓
成
）

　
　
　
　
　
（
令
和
６
年
６
月
15
日
付
）

得
度
許
可
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

敬　

弔

お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す

教
師
授
与
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

沼
隈
西
組　

萬
福
寺

　
　
　

松
林　

学
耀
（
釋
顕
耀
）

　
　
　
　
　
（
令
和
６
年
５
月
８
日
付
）

10
月　
「
し
な
や
か
に
生
き
る
」

　
　

福
山
市
新
市
町　

西
圓
寺　

山
名　

諒
子

11
月　
「
わ
た
し
は
独
り
で
は
な
か
っ
た
」

　
　

三
次
市
西
酒
屋
町
源
光
寺　

福
間　

玄
猷

12
月　
「
会
う
て
嬉
し
や
寺
の
友
」

　
　

府
中
市
出
口
町　

慶
照
寺　

田
坂　

英
尊

  

常
例
法
座      （
毎
月
11
日
）

　
　
　
　
　
　
　

出
講
者(

敬
称
略
）

は
美
し
い
曲
と
言
葉
に
酔
い
し
れ
る
よ

う
に
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
慈
悲
を
味
わ

い
、
後
半
は
一
緒
に
歌
い
な
が
ら
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。
山
陰
教
区
の
陶
山

委
員
長
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る

か
ら
こ
そ
九
条
武
子
さ
ま
の
思
い
に
触

れ
、
お
念
仏
の
輪
を
広
げ
、
次
世
代
に

つ
な
ぐ
た
め
に
実
践
し
て
い
き
た
い
と

思
い
を
述
べ
ら
れ
、
実
り
の
多
い
大
会

と
な
っ
た
。
尚
、
備
後
か
ら
は
１
１
３

単
位
、
２
８
３
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。

　　　▼ちひろさん　▲小池秀章  師

 

九
條
武
子
さ
ま
の
ご
生
涯
を
「
言
葉
と
歌
」
で

（
敬
称
略
）

御
調
東
組
照
源
寺
（
久
本
晃
道
）
様
よ
り

　

類
聚
衣
体　
（
列
座
）
１
衣

　

列
座
切
袴　

１
腰

　

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
備
龍
会
」
様
よ
り

　

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教
開

　

宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
記
念
五
条
袈
裟

　

３
領
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

寄　

贈
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発
行
所　

備
後
教
区
教
務
所　
　

〒
７
２
０ｰ

０
０
５
２　

福
山
市
東
町
２
―
４
―
５　
　

●
発
行
人　

教
務
所
長　

岡
嵜　

秀
恵　
　

●
編
集　

教
区
報
専
門
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
日
の
「
備
後
教
区
報
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
会
議
は
、
久
し
ぶ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ッ
ト
な
議
論
の
応
酬
と
な

り
面
白
い
も
の
だ
っ
た
。
長
引
い
た
コ
ロ
ナ
禍
、
少

子
高
齢
化
、
過
疎
過
密
問
題
の
煽
り
を
受
け
て
、
恐

ら
く
近
来
稀
に
み
る
仏
教
伝
道
、
そ
し
て
寺
院
存
続

の
危
機
を
迎
え
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
白
熱
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
か
と
思
う

▼
何
て
書
く
と
、
時
代
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
て
慌
て

て
い
る
風
だ
が
、
個
人
的
に
は
現
況
は
何
ら
不
思
議

は
無
い
。
吹
け
ば
飛
ぶ
よ
う
な
自
坊
を
預
か
り
、
30

年
前
か
ら
崖
っ
ぷ
ち
に
立
ち
続
け
て
い
る
思
い
で
来

た
か
ら
だ
▼
さ
て
、
そ
ん
な
時
代
に
我
が
教
区
に
は

全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
言
え
る
活
動
が
２
つ
あ
る
事

を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
？
「
仏
教
青
年
連
盟
」
と
「
仏

華
の
会
」
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
間
違
い
な
く
全
国

を
リ
ー
ド
し
、
他
教
区
に
は
非
常
に
認
知
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
共
に
何
故
か
自
教
区
内
で
は
あ
ま
り
評

価
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
そ
し
て

ま
た
参
加
に
あ
た
っ
て
特
別
な
資
格
等
は
不
要
で
仏

教
を
今
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点
か
ら
学
べ
る
活
動
だ

と
思
う
。「
ピ
ン
チ
の
後
に
は
チ
ャ
ン
ス
あ
り
」
と

は
野
球
の
格
言
で
は
あ
る
が
、
今
ま
で
素
晴
ら
し
い

教
義
体
系
と
檀
家
制
度
に
胡
坐
を
か
い
て
来
た
教

団
、
一
般
寺
院
が
一
見
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
様

で
実
は
い
よ
い
よ
御
開
山
の
時
代
の
仏
教
伝
道
原
点

へ
と
回
帰
し
て
行
っ
て
い
る
と
思
う
の
は
言
い
過
ぎ

だ
ろ
う
か
▼
今
こ
そ
垣
根
を
越
え
て
種
々
の
活
動
の

中
に
こ
そ
、「
生
死
出
ず
べ
き
道
」を
探
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
．
Ｍ
）

　11 月 29 日（金）　※法要の様子はオンラインでライブ配信いたします

　　10:00 ～～初座法要「宗祖讃仰作法　音楽法要」引続き 御俗姓 拝読　
　　13:30 ～満座法要「大師影供作法」　　 　　　 引続き 御伝鈔 拝読

　　講師　　赤井智顕 先生（兵庫教区阪神西組　善教寺副住職）
　　　　　本願寺派布教使　相愛大学非常勤講師　NHK 文化センター講師
　　講題　　「恩に報いるということ」　

　10 月 31 日（木）13:00 ～ 15:45（受付 12:00 ～）
　　法要　全戦争犠牲者追悼法要

　　公演　「We love the EARTH from HIROSHIMA」

　　　
沖田孝司さん（ヴィオラ奏者）　沖田千春さん（ピアノ奏者）

　

　10 月 24 日（木）　10:00 ～ 15:30
                                     本願寺備後教堂（第１会場）
　　 　   25 日（金）　10:00 ～ 15:30
                                     世羅組　照光寺（第２会場）

　　講師　本願寺派布教使 田井智彦 先生（備中里組蓮乗寺住職）　
　　講題  　「お浄土ファンクラブ～新しくない真宗百科～」

編
集
後
記


